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江
差
町
は
、
北
海
道
南
西
部
の
檜
山
振
興
局
所
在
地
。

人
口
８
１
４
５
人
（
６
月
末
現
在
）
の
漁
業
の
町
で
、
人

口
減
少
が
続
く
過
疎
の
町
で
も
あ
る
。
近
年
、
史
跡
や
景

観
を
活
用
し
た
観
光
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
北
海
道

の
中
で
も
古
く
か
ら
和
人
が
訪
れ
、
18
世
紀
か
ら
は
北
前

船
が
往
来
し
、
ヒ
ノ
キ
材
と
ニ
シ
ン
漁
で
繁
栄
し
た
。
問

屋
や
蔵
、
商
家
、
そ
れ
に
寺
社
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
や

史
跡
が
残
る
「
い
に
し
え
街
道
」（
全
長
１
０
９
０
メ
ー

ト
ル
）
を
歩
い
て
み
た
。

　

江
差
町
は
、
海
岸
沿
い
の
細
長
い
平
た
ん
地
に
軒
を
連

ね
る
古
く
か
ら
形
成
さ
れ
た
下
町
と
、
丘
陵
台
地
に
広
が

る
比
較
的
新
し
い
上
町
と
に
分
か
れ
る
。「
い
に
し
え
街

道
」
は
下
町
部
分
の
津
花
町
か
ら
姥
神
町
を
通
り
中
歌
町

に
至
る
沿
道
の
こ
と
だ
。「
中
村
家
」
や
「
横
山
家
」
な
ど
、

漆
喰
塗
り
の
純
和
風
の
商
家
、
問
屋
建
築
や
社
寺
建
築
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
北
海
道
様
式
と
も
言
わ
れ
る
下
見

板
張
り
の
和
洋
折
衷
建
物
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。
道

路
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
緩
や
か
に
湾
曲
し
、
ク
ラ
ン
ク
状
の

屈
折
も
あ
る
の
で
変
化
が
あ
る
。
車
道
は
白
っ
ぽ
い
脱
色

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使
い
、
歩
道
は
自
然
石
を
敷
き
詰
め
て

い
る
。

　

実
は
こ
の
街
路
、
昔
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
歴
史
的

建
造
物
は
多
い
が
、
景
観
を
重
視
し
な
が
ら
道
路
の
拡
幅

や
電
線
の
地
中
化
、
歩
道
の
整
備
な
ど
、
住
民
の
日
常
生

活
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
で
実
現
し
た
新
し
い

風
景
で
あ
る
。
美
し
い
景
観
を
後
世
に
残
し
、
訪
れ
る
人

に
も
、
町
民
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
に
し
て
、
観
光
客
誘
致

を
図
り
た
い
と
い
う
思
い
が
実
現
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
１
９
８
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
北
海
道

新
長
期
総
合
計
画
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
歴
史
を
生

か
す
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　

江
差
町
は
89
年
、
道
か
ら
「
歴
史
を
生
か
す
街
並
み
整

備
モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
道
路
の
拡
張
と
下
水

道
の
敷
設
、
歴
史
的
景
観
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。
地
区

内
の
建
物
の
壁
面
位
置
や
建
築
物
の
高
さ
、容
積
率
制
限
、

意
匠
も
条
例
な
ど
で
定
め
た
。
さ
ら
に
電
線
の
地
中
化
、

公
園
や
案
内
板
の
整
備
な
ど
も
行
い
、
２
０
０
４
年
に
街

路
事
業
が
完
成
し
た
。
事
業
費
は
総
計
１
７
０
億
円
を
費

や
し
た
。
そ
の
後
も

建
造
物
の
保
全
・

整
備
費
用
の
助
成

制
度
は
町
単
独
の

事
業
と
し
て
続
け

て
い
る
。
ち
な
み

に
景
観
維
持
へ
の

助
成
額
は
事
業
の

２
分
の
１
で
最
高

２
０
０
万
円
だ
。

　

事
業
完
成
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
、

い
ま
一
番
の
課
題

は
「
空
き
家
、
空

き
店
舗
」
対
策
だ

と
い
う
。
建
物
や

土
地
の
所
有
者
が
高
齢
に
な
る
と
、
維
持
費
の
負
担
が
重

く
の
し
か
か
る
。
往
時
を
し
の
ば
せ
る
軒
を
連
ね
た
街
並

み
を
維
持
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

江
差
町
に
は
見
ど
こ
ろ
が
数
多
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
江
差
最
大
の
祭
り
「
姥う

ば
が
み
だ
い
じ
ん
ぐ
う
と
ぎ
ょ
さ
い

神
大
神
宮
渡
御
祭
」
だ
ろ

う
。
毎
年
、
８
月
９
～
11
日
に
開
か
れ
、
例
年
５
、６
万

人
が
訪
れ
る
。
祭
り
の
起
源
は
３
７
０
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ

り
、
武
者
人
形
や
能
楽
人
形
、
歌
舞
伎
人
形
な
ど
を
配
し

た
、
豪
華
な
13
台
の
山
車
（
ヤ
マ
）
が
、
吹
き
流
し
や
錦

の
御
旗
を
な
び
か
せ
て
、
祇
園
囃
子
に
の
っ
て
町
内
を
練

り
歩
く
。
い
に
し
え
の
ニ
シ
ン
景
気
を
現
代
に
伝
え
る
夏

祭
だ
。

　

９
月
に
は
江
差
追
分
全
国
大
会
が
江
差
町
文
化
会
館
で

あ
る
。
今
年
は
９
月
16
、
17
の
両
日
が
予
選
会
で
、
18
日

檜山管内・江差町

いにしえ街道

江
差
港
に
係
留
展
示
さ
れ
て
い
る
開
陽
丸

は
船
内
が
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
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が
決
戦
会
だ
。江
差
町
役
場
の
隣
に
あ
る
江
差
追
分
会
館
・

江
差
山
車
会
館
で
は
、
展
示
資
料
の
ほ
か
、
江
差
追
分
や

伝
統
芸
能
の
実
演
（
４
月
末
～
10
月
ま
で
）
が
観
賞
で
き
、

追
分
道
場
で
指
導
も
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
姥
神
大
神
宮

渡
御
祭
の
由
緒
あ
る
山
車
の
う
ち
２
台
を
１
年
交
代
で
常

設
展
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
明
治
維
新
の
箱
館
戦
争
に
登
場
し
て
座
礁
、

沈
没
し
た
戦
艦
、
開
陽
丸
も
ぜ
ひ
訪
れ
た
い
。
１
９
９
０

年
に
復
元
さ
れ
た
開
陽
丸
が
江
差
港
に
係
留
さ
れ
、
船
内

が
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
。

＊　
　
　
　
　
　

＊

　

江
差
町
へ
は
札
幌
か
ら
の
直
通
交
通
機
関
が
な
い
。
Ｊ

Ｒ
で
八
雲
駅
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
函
館
バ
ス
に
な
る
。

マ
イ
カ
ー
な
ら
４
時
間
半
ほ
ど
だ
。
東
北
や
東
京
方
面
か

ら
は
北
海
道
新
幹
線
で
木
古
内
駅
か
ら
函
館
バ
ス
。
函
館

か
ら
は
函
館
バ
ス
の
直
通
路
線
が
あ
る
。　

歴史的建造物の保存と合わせて道路の拡幅や下水道敷設、電線の地中化などが行われた「いにしえ街道」。左側の建
物は1845年に町会所として建設された木造建築で1993年まで町役場だった。現在は無料休憩所になっている

「そば倉やまげん」は100年以上前の土蔵を改装した
店舗。江差町の 川（うぐいがわ）町で取れたそばだ
けを使い、自店の石臼で自家製粉した挽きたてのそば
粉で手打ちしている。場所は江差町中歌町70（いにし
え街道沿い）にある


